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はじめに レーザー治療の問題点として、レーザー過照射 ・誤照射がある。これらを解決するためには、レーザー治療中に照射対象組織の情報を
取得する必要がある。これまでに、パルスC02レーザーを生体試料に照射し、発生する誘起音に照射対象組織の情報が含まれている可能性を見出
してきた。今回は50W tt CW―C02レーザーを照射レーザーとし、発生するレーザー誘起音波形の特性を調べた。       |
実験方法 CW C02レーザーの照射時間は、メカニカルシャッターを用いて制御した。生体模擬試料にはゼラテンを用ぃ、水分量を変えて作製した。
レーザー照射を行った。レーザー誘起音の測定にはコンデンサ型・無指向性の超音波音圧計 (20 Hz～70 kHz)を照射点から45 deg方向、10 cm
離れた位置に置き、大気中で誘起音を捉えた。

結果・考察 照 射′ヾ7-18W(パ ワ
ー密度 2 29 kW/cm2)、照射時間 l ζecと し、

波形を図 1に示す。ゼラチン30 wt%の場合レーザニ照射後 50 msec程度で誘起音
が発生しなくなるがヽゼラチン 10 wt%の場合はそれ以降も誘起音が観測された。
これは、水分量の違いによるものだと考えられる。ゼラチン 10 wt%において、厚
みを l mln、5 mm、10mと してレーザー照射を行い得られた誘起音波形を図 2に

示す。ゼラチンの厚みが増加するとともに、誘起音の第 2ピ ークの発生時間が遅
れることがわかった。以上のことから、照射試料の水分量および厚みにより誘起

音波形が変化することが明らかとなつた。講演では、他の生体模擬試料における

誘起音波形について示す。

ゼラチン10 vt%および30 wt%にレ‐ザー照射した場合の誘起音
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はじめに 医 療診断のための光断層画像を得る方i_Iとして、光アシスト超音波速度変化イメニジング法を提案し、超音波アレイトランスデュニサ

を用いた光トモグラフィ装置を試作した。既に、生体擬似試料において、光吸収分布に対応した超音波速度変化画像を高速に検出している。[1]

木研究では、生体標識として期待されている金ナノロッドの分布モニターとしての可能性を検討する。

実験 Fig lに示すように、鶏肉内部に金ナノロッドを挿入し、鶏肉の周囲を高散乱媒質入りの寒天で覆い、試料とした。生体組織の吸収の少な
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図 1 ゼラチン濃度による波形の違い
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図 2厚 みに対する誘起音波形の違い

い800 nm付近に吸収帯をもつ金ナノロシドを用いた。近赤外光源とし

て波長 809 nmの半導体レーザーを用い、光照射による超音波速度変化

画像を沢J定した。Fig 2は、光照射時間が20 st 50sの超音波速度変化画

像を示しており、金ナノロッドの分布領域が観沢」される。右のバーは

光照射による温度上昇を示しており、光照射時間にょる温度変イビも見

ることができる。一方、通常のBモ ‐ド画像では、分布領域は特定さ

れなかった。金ナノロッドと本方式の組み合わせで、生体深部でも適

用できる生体標識分布モニタすが実現できると考えられる。
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[1]H Horinaka et al : Proc  2006 1EEE Ultrasonic Symposium, pp 2060-2063
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コラーゲン分子にフェムト秒オーダーの超短パルス光を照射すると、2次 の非線形光学効
果によりSHG光 (第2高調波発生光)が 発生する。この生体 SHG光 を検出することにより
コラニゲン線維分布を非接触かつ非染色に可視化できることから[1]、皮膚美容や皮膚診断な
どへの応用展開が期待されている。我々は、前回、モード同期 CrForstc�teレーザー (中心

波長 1250 nm)を光源に用いた反射型 SHG顕 微鏡を開発し、ブタ皮膚の凍結ブロックサン

プルの観察において測定可能深度増大と測定時間短縮に成功した[2]。そこで今回は、本シス

テムを用いて、ヒト真皮=ラーゲン線維のレ,Jνb観察を試みた。    |

図 1は、ヒト前腕部内側皮膚をルν′νοで深さ分解 SHGイ メージングした結果 (測定領域
600 μmX600 μm)を 示している。各イメージの測定深さは、真皮最上層を基準として(a)o μm、

(b)30 μm、(C)60 μm、(d)90 μmで ある。これらの結果から、真皮平ラ
ーゲン線維の構造が深

さ方向に変化していく様子をオプティカル ・セクショニングできていることが確認できる。
本研究は科学技術研究費補助金 17200032及び 18650121より援助を受けた。
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SHG(第 2高調波発生光)顕微鏡を用いたヒト真皮コラTゲ ン線維の物ルルο観察 | |
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図 1ヒ ト前腕部皮膚の SHGイ メージ


